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第60号（２面）２００９年12月28日


発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html
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　◆・島筒さんのピアノ、語り、すばらしかったです。格調高く朗々と響く声、「一〇〇人の村」をあのような形で聴くのは初めてで感動しました。池田さんのお話は非常にわかりやすく、日常の言葉で憲法を語り、そして今、日本が真の意味で剣が峰、政権党もがんばってもらい、国民の微力を集め、力にできるかが問われていると胸に落ちました。雨の中、元気が出る集いでした。（世田谷区　ミノウラトシコ）


　◆・島筒さんの弾き語りもすばらしかったですし、池田さんのお話も時宜を得たもので、とてもよい企画でした。ありがとうございました。（無記名）　　　　　　　　　　　　


　◆・島筒さんのピアノは素晴らしかったです。とくに「一〇〇人の村」の弾き語りがよかった。


　池田さんのお話で印象に残ったのは日本のマスコミのことでした。一方的な報道に疑問をもちました（特に沖縄基地問題）。事実と違うことが一斉にテレビ・新聞で流されてしまい、私達はそれをまともに信じてしまうということが現実です。疑問に思ったら、テレビ局や新聞社に問い合わせたほうがよいとのことでした。（上石原　中島暁子）


　◆・島筒さんのピアノとことば、心に響きました。池田香代子さんのお話、とてもわかりやすく、今、私たちが考えなければならないポイントを的確についた内容でした。メディアリテラシー、私たち一人ひとり行動できそうです。沖縄から米軍、出て行ってもらいましょう。（無記名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　◆・島筒さんの弾き語り、心に響きました。歌を唄われるのを想像していたのですが、想像を超えるもので、本当によかったです。池田さんのお話もわかりやすく、よく理解できました。ありがとうございました。（大学一年生）


　◆・池田さんの平和への思いが伝わってくるお話でした。特にイマジンの歌詞 imagine there's no countryのcountryが近代国民国家だったとは驚きました。武器によって生まれた近代国家を否定したとは、そこまで深い意味があったとは思いませんでした。その他沖縄問題、橋下発言など、色々なお話ありがとうございました。二七七五〇発の核爆弾の映像も衝撃的でした。（西つつじヶ丘　長尾敏博）


　◆・島筒さんの明るく温かいお人柄、人を信じる力に感動しました。ピアノを本当に気持ちをこめて楽しく弾いてくださいました。池田さんのメディアリテラシーの問題提起、本当に日ごろからそう感じています。私もＮＨＫなどに時々電話やメールをしています。沖縄の問題、安保体制の見直しに繋がっていく議論が発展していくことを期待し、今とても面白くなってきたと思います。（無記名）


　◆・初めて出席させてもらいました。来てよかったと勇気がわきました。テレビを漫然と見ていただけでは真実はわからない。池田先生のお話で世の中動いてるんだと思いました。大阪知事の話、アメリが基地をグアムに移転させたがっている話、経費を分捕ろうとする動き･･･（無記名）


　◆・島筒英夫さんの「一〇〇人の村」、わかりやすくとても面白かった。素晴らしい人の存在を知り、嬉しいです。池田さんの話もよかった。何が本当なのか、色々な考え方をきいて、固まらないようにと思っています。メディアに操られないことは大事なことです。否定的報道ばかり目について。光明思想で生きたいと思います。（下石原　山本道夫）


　◆・基地を辺野古へ移すしかない、という論調が日本中を覆いつくしている一方で、アメリカは以前から海兵隊のグアムへの全移転計画を粛々と進めているとは！（布田　石川康子）





09年12月例会


100人の村から憲法が見えた


｢調布｢憲法ひろば｣発足５周年のつどい





　｢チェンジ｣の期待を担って登場した鳩山内閣は､沖縄･普天間基地問題をめぐって難しい局面に立たされています。なぜ米軍は沖縄にいるのか、北朝鮮の脅威とは何か､｢アジア外交｣に最も大事なことは何か。基本に返って考えることが求められています。


　2010年は、1960年の安保条約改定から50年。東西冷戦が終わって20年になる年です。安保条約も大きく変質し、日本の基地の意味も変わっています。米国との関係はこれからどうしていけばいいのでしょうか。


　東京新聞で防衛担当記者17年、自衛隊を軸に、日本と世界の在り方を見つめてきた半田記者からのレポートを基に、憲法の原点に立った日本の進むべき道を考え、話し合いましょう。








新安保50年と鳩山内閣


　　 日時：１月30日(土) 13時30分～　参加費：３００円


　　　場所：たづくり「１１０２」号室(調布駅南口)


 　　● 講演　半田滋さん（東京新聞）

















交流コーナー





　調布市内の九条の会の情報です。情報をお寄せください。





多摩川九条の会


　二〇一〇年一月二十三日（土）午後一時半～四時、多摩川七丁目「くら七世代」で、第一七回例会。テーマは「憲法は縄文文化の心ではないのか」、講師は古川博資さん（多摩川九条の会世話人、法政大学講師）、資料代二〇〇円。


　▼連絡先


　　　　　486-3512古川











